
#Share Smile かわさき
心のキョリは離れない
～今できること～

【取組み報告 令和2年7月～】

社会福祉法人川崎市社会福祉協議会

川崎市社協キャラクター ななふく

つながり、つなげ、支え合う。

この支援の輪と笑顔が広がりますように。

日々、地域を見つめるわたしたちの

そんな願いが込められています。



#Share Smileかわさき 心のキョリは離れない～今できること～

● 新型コロナウイルス感染症の影響による困りごとや

支援をしたいという声をつなぐため、

「#Share Smile かわさき 心のキョリは離れない～今できること～」

をテーマに掲げ、市民をはじめ関係団体・機関、行政等と協働し、

様々な内容に取組みました。

【取組み内容】

①とどけよう！かわさきマスク【とどけマス】

②食糧支援かわさき(SOSかわさき事業)【食かわ】

③オリジナルステッカー配布

④オリジナル缶バッジ購入による寄付



取組み① とどけよう！かわさきマスク【とどけマス】

ご家庭にある使う予定のないマスクを募集し、いただいたマスクは、
新型コロナウイルス感染症の影響により必要としている福祉施設等へ届けました。



取組み① とどけよう！かわさきマスク【とどけマス】

回収枚数 ４０，２０９枚 ※令和２年９月末回収終了
【内訳】

（１）マスク回収ポスト設置先

市社協、区社協、市内一部郵便局（川崎区、幸区、高津区）、みらい川崎市議会議員団 等

（２）協力企業、関係機関・団体

川崎労働者福祉協議会、株式会社デイ･シイ、東京海上日動ファシリティーズ株式会社、

有馬センター薬局、コスモス薬局、野川南台保育園、木月ほほえみ保育園、こぶし園 等

配布枚数 ３２，７９１枚 → １５２施設に配布
【内訳】

保育園１１９、児童養護施設・乳児院１５、障害者施設９、高齢者施設８、児童相談所１



取組み① とどけよう！かわさきマスク【とどけマス】

● 令和２年１２月１９日（土）開催

配布枚数 １６０枚 → ８０人に配布

この他、食糧支援かわさき(SOSかわさき事業)＋学生エールにおいて、
当日来場された学生にマスク等を配布をしました。





～とどけよう！かわさきマスク【とどけマス】をきっかけに～

● 日本郵便株式会社(川崎市地区連絡会)職員への研修

川崎市内（川崎区・幸区・高津区）の郵便局に回収ポストを置いてもらったことを契機に

郵便局において、福祉への意識の醸成を目的とした研修を取り入れたいと相談を受け、

協力することとなりました。

①令和２年度 新任職員向け研修（オンライン開催）

令和３年２月１６日（火） ３０名

②令和３年度 市内郵便局員向け研修（オンライン開催）

※年６回開催予定

令和３年５月１８日（火） ８９名



取組み② 食糧支援かわさき(ＳＯＳかわさき事業)【食かわ】

市内の社会福祉法人と連携し、社会福祉施設や企業、地域の方から食糧を募り、
相談機関を通じて、新型コロナウイルス感染症の影響により収入減少や失業等に
より生活に困っている方々へお渡ししました。



取組み② 食糧支援かわさき(ＳＯＳかわさき事業)【食かわ】

支援実績 約８５０世帯 ※令和３年５月末現在

食糧提供品 約１２，５００品 ※令和３年５月末現在

（お米、缶詰、乾麺、レトルト食品、ベビーフード、飲料 等）

※全て市民、社会福祉法人（施設）、企業などからの寄付

本取組への寄付金額 ２５１，３２２円 ※令和３年５月末現在

【食糧支援かわさきへの協力者、協働施設及び機関】

地域住民、ＳＯＳかわさき事業参画法人（施設）、市内企業、地区社協、

地区民生委員児童委員協議会、フードバンクかながわ、神奈川県共同募金会 等





取組み② 食糧支援かわさき(Ｓ０Ｓかわさき事業) +学生エール

新型コロナウイルス感染症の影響により生活に困っている市内在住、在学の学生を対象に、
食糧支援と学生生活に必要な情報提供（福祉施設でのアルバイト情報等）を行いました。

食かわ・学生エール
申込・当日の流れ



取組み② 食糧支援かわさき(Ｓ０Ｓかわさき事業) +学生エール

（１）実 施 日 ： 令和２年１２月１９日（土）

（２）配 布 数 ： １７６名 ※約一週間分程度の食糧を配布

（３）提供食糧 ： ６，０４４品
提供元（協力施設、企業、関係機関・団体 等）※順不同

新緑の郷、セレサ川崎農業協同組合、日本電気株式会社(NEC）、味の素株式会社川崎事業所、

神奈川東部ヤクルト販売株式会社、株式会社大塚商会、Bear･Bear、

フードバンクかながわ、神奈川県共同募金会、末日聖徒イエス・キリスト教会

（４）協力者（当日受付や食糧配布 等）※順不同

川崎青年会議所、ゼンショーかがやき子ども財団、株式会社シグマスタッフ、

末日聖徒イエス・キリスト教会（ヘルピングハンズ）、個人ボランティア、

本会ボランティア団体部会





~食糧支援かわさき(SOSかわさき事業)【食かわ】をきっかけに～

● 福祉施設でのアルバイト等について

アルバイト １０名 就労 ６名
学生エールの際に、アルバイト等が出来なくなってしまったり、親からの仕送りが少なく

なっている学生が多くいることがわかり、市内社会福祉法人の協力のもと、社会福祉施設の

アルバイト等へ学生をコーディネートしました。（福祉人材バンク）

● 多くの方々との協働
ＳＯＳかわさき事業参画法人（施設）や普段から関わりのある地域の方々はもちろん、

これまであまり関わりがなかった企業等とも協働して取組むことができました。

それにより従来の社協活動にも広がりが持てました。



取組み③ オリジナルステッカー配布

作成枚数 約１，０００枚

【配布先】

地域住民、地区社協、地区民児協、

ＳＯＳかわさき事業参画法人（施設）、

ボランティア団体、市内企業、関係機関・団体 等

※社会福祉施設や社協関係者だけでなく、

保育園の保護者など、これまで社協に関わっていなかった

方々にも支援の輪が広がりつつあります。

ご協力いただいた方々に、オリジナルステッカーを配布し（データも提供）、
社会貢献活動のＰＲ等に活用いただきました。



取組み④ オリジナル缶バッジ購入による寄付

購入いただいた個数：８９６個
金額：１３３，１４２円
使途：社会福祉施設への衛生用品として、消毒液を１５０本購入し、

市内社会福祉施設へお渡ししました。

※「マスクや食糧の提供は難しいが、新型コロナウイルス感染症の影響で困っている方や施設に

何かしらの形で支援したい、#ShareSmileかわさきに賛同し協力したい」という協力者の

ご意向を汲み取り、全額を社会福祉施設への衛生用品購入に活用させていただきました。

新型コロナウイルス感染症に対する川崎市社協の取組みに賛同し、資金面で協力し
ていただくことを目的に、オリジナル缶バッジ購入による寄付（1個100円以上）を
行いました。



各種広報

◎メディア等を通じての周知
NHKwebニュース、神奈川新聞、東京新聞、タウンニュース、

地域包括ケアシステムポータルサイト、各社会福祉法人等の広報誌、区社協広報紙・HP 等

◎月刊福祉（全国社会福祉協議会発行）への掲載
月刊福祉１月号にコロナ禍でも人と人をつなぐ取組みとして特集されました。

※特集記事を見た他都市の社協より１１件 問合せあり

「#ShareSmile かわさき 心のキョリは離れない～今できること～」をきっかけにコロナ禍での
支援の輪が広がるよう、オリジナルステッカーや缶バッジ以外にも特設サイトやSNS等による
活動の気運を高める広報周知を行いました。



※その他、掲載された広報情報については、HP等に掲載されております。
Twitter https://twitter.com/ShareSmile_kwsk
市社協HP http://www.csw-kawasaki.or.jp/news/hp0001/index08660000.html
特設サイト https://sharesmile-kwsk.wixsite.com/sharesmile
Facebook https://www.facebook.com/jyoho.bank.kawasaki/

NHKwebニュース 月刊福祉

https://twitter.com/ShareSmile_kwsk
http://www.csw-kawasaki.or.jp/news/hp0001/index08660000.html
https://sharesmile-kwsk.wixsite.com/sharesmile
https://www.facebook.com/jyoho.bank.kawasaki/


多くの方にご協力いただき、
ありがとうございました。
引き続き、本取組みへの
ご協力をよろしくお願いいたします。


